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令和４年度事業報告書 

滑川町社会福祉協議会は各種福祉事業等を推進することにより、高齢者や障

害者、さらには様々な家庭環境におかれていても、人々が支えあい、安心して住

み続けられる地域づくりを築くことを基本とし組織がされております。 

しかしながら、３年を超える新型コロナウイルスの蔓延は、私たちの暮らしに 

大きな影響を与えています。コロナ禍以前に地域ぐるみで取り組んできた、多種

多様な居場所や支え合いの活動は、中止や自粛を余儀なくされました。また、活

動が途絶えるばかりでなく、丁寧に積み重ねてきた話し合いの場も減少させる

ことになりました。さらに、地域のつながりの希薄化による、孤立の問題も顕在

化してきております。 

滑川町においても、感染防止のため公共施設の利用や三密防止の観点から

人々が集まる集会や会議、イベント等については制限を余儀なくされ、当協議会

においても理事会、評議員会をはじめ各団体の総会などは紙面による実施や感

染防止対策を図って実施してまいりました。 

 このような制約下でありましたが、各種主催事業の一つである高齢者を対象

とした「いきいきサロン」は１７年目を迎えました。今年度は、人数を半数に減

らす時期はあっても中止することなく、高齢者の介護予防事業として事業を実

施することができました。 

一方、残念ながら地域福祉事業の一番のイベントであります敬老会の式典に

つきましては実施困難な事から中止と致しました。本来であれば、式典中実施す

るべき米寿の祝いについては記念品の発送に代えさせていただき、金婚式につ

きましては、２１組の参加（該当者３０組）をいただきコミュニティセンターで

表彰をさせていただきました。 

 また感染対策上、非常に懸念をされました社会福祉協議会会員募集や会費の

徴収、赤い羽根共同募金、歳末助け合い募金事業につきましては、各地域の福祉

委員（各字区長）さんや福祉推進員（各字補助員）さんのご理解・ご協力により、

予定通り実施をすることができました。 

以下、令和４年度に実施した滑川町社会福祉協議会の諸事業について報告致

します。 

 

１．社協運営 

（１）理事会の開催 

    〈 第１回 〉 

○ 期日 令和４年５月１７日 滑川町コミュニティセンター 

出席者１３名 欠席者２名   
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○ 議事  

・令和３年度事業報告について 

・令和３年度社会福祉事業区分資金収支決算および監査報告について 

・役員（評議員）の選任（案）について 

・評議員選任・解任委員会の招集（案）について 

・評議員会の招集（案）について 

 

〈 第２回 〉 

    ○ 期日 令和４年９月１４日  

新型コロナウイルス感染予防のため書面同意 

同意書提出者１５名  

 ○ 議事  

     ・評議員会の招集（案）について 

 

〈 第３回 〉 

    ○ 期日 令和４年１０月４日 滑川町コミュニティセンター  

出席者１４名 欠席者１名   

 ○ 議事  

     ・会長の選定について 

  ・評議員選任・解任委員の選任（案）について 

 

〈 第４回 〉 

    ○ 期日 令和５年３月１６日  滑川町コミュニティセンター 

出席者１３名 欠席者２名  

 ○ 議事  

・令和４年度社会福祉事業区分会計資金収支補正予算（案）につい

て 

・令和５年度事業計画（案）について 

・令和５年度社会福祉事業区分会計資金収支予算（案）について 

・評議員会の招集（案）について 

・第３次滑川町地域福祉活動計画の策定について 

 

（２）評議員会の開催 

    〈 第１回 〉 

○ 期日 令和４年６月３日 滑川町コミュニティセンター 

出席者２４名 欠席者９名   

○ 議事  
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・令和３年度事業報告について 

・令和３年度社会福祉事業区分資金収支決算および監査報告について 

 

〈 第２回 〉 

 ○ 期日 令和４年９月２６日  

新型コロナウイルス感染予防のため書面同意 

同意書提出者１５名     

  ○ 議事  

      ・役員（理事）の選任（案）ついて 

 

〈 第３回 〉 

○ 期日 令和５年３月１６日  滑川町コミュニティセンター 

出席者２９名 欠席者４名 

○ 議事  

・令和４年度社会福祉事業区分会計資金収支補正予算（案）につい 

 て 

・令和５年度事業計画（案）について 

・令和５年度社会福祉事業区分会計資金収支予算（案）について 

・第３次滑川町地域福祉活動計画の策定について 

 

（３）監事会の開催 

    会計監査 

○ 期日 令和４年４月２７日 滑川町コミュニティセンター 

出席者 監査委員 ２名  事務局 

      ・令和３年度事業執行状況及び社会福祉事業区分会計決算書 

の関係帳簿監査 

２．組織の強化と基盤整備の促進 

○社協会員募集と会費の徴収 

   一般会員 ３，１８５世帯  ３，１８５，０００円 

   賛助会員    ２２口           ６６，０００円 

特別会員    ２０口     １００，０００円（うち、法人 12 口） 

合  計  ３，３５１，０００円 

３．ボランティア活動の振興と福祉教育の推進 

（１）ボランティア活動の需給調整   

（２）夏の体験ボランティア事業の実施 夏休み期間中の体験ボランティアは 



4 

 

新型コロナ感染症対策により、メニューは家で個々に実施できる作業メニ

ューを１０プログラム、集合型体験メニューを４プログラム、計１４メニュ

ーで展開し８６名の申し込みがありました。部活や受験などで忙しい中で

も参加ができる、年代問わず参加ができるなど、自宅で個別に実施できる作

業ボラへのニーズは高く、多くの申込みがありました。また今年度は活動場

所や時間などに考慮しながら、コロナ前にも実施していた集合型のボラン

ティア活動も再開する事ができました。残念ながらメニューのひとつであ

る「滑川町障害者駐車場カラープロジェクト」は滑川町役場の福祉課や教育

委員会とも協働し企画しましたが雨天の為中止となりました。 

（３）ボランティア育成講座（中学生対象）は教育委員会、社協との共催で自主

的・実践的なボランティア精神を養うことを目標に毎年開催しています。 

今年度は事前説明として DVD を作成し全校生徒を対象にボランティア活動

について知ってもらった上で、希望者が講座への申込みができるような形

をとりました。社協で実施するボランティアメニューの他、教育委員会で実

施している行事に関わるボランティアメニューも企画し、年間を通して活

動ができるという特色を活かし全部で１２メニュー（開講式・閉校式も含む）

を展開し、２２名の申込みがありました。 

（４）福祉協力校の指定 宮前小学校・福田小学校・月の輪小学校にお願いし、

それぞれ独自の福祉教育に取り組んでいただきました。 

（５）福祉教育（福祉に関するの授業）の実施 近隣４社協合同で開催している

福祉教育の定例会【ふくふく木曜会】へ参加し、町内小学校で実施される福

祉の授業参加の取り組みを実施しています。 

今年度は町内３小学校すべてで、福祉の導入授業と、当事者ゲストティー

チャーによる講話・体験など（車イスユーザー・盲導犬ユーザー、発達障害

（月小・宮小）高齢者疑似体験（福小）の授業を実施しました。また、町内

小中学校４校すべて認知症サポーター養成講座（地域包括支援センターと

協力の上）を実施する事ができました。 

４．調査研究、広報活動の実施  

（１）社協だより第４２号・ふれあい通信（Ｎｏ.５０～Ｎｏ.５５）を発行しま

した。 

（２）会員募集及び介護保険事業所のＰＲを実施しました。 

５．各種地域福祉事業の積極的な実施 

（１）敬老会開催事業 

新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、敬老会は中止としまし

た。米寿の方７４名にはお祝いをいたしました。１０月１９日滑川町コミ



5 

 

ュニティセンターにて金婚式を行い、結婚５０年を迎えたご夫婦３０組

の表彰を行いました。 

（２）ふれあいいきいきサロン事業 

高齢者の介護予防、閉じこもり防止、生き甲斐作りを目的とし、年間

９０回実施し、延べ１，１３７名の方に参加をいただきました。 

コロナの影響で消毒、感染対策を行いながら参加人数を半分ずつにす

ることも取り入れて実施しました。 

地域包括支援センターとの共催で、血圧測定や健康運動等を取り入れ、

さらに健康寿命の延長と介護予防の充実を図って参りました。 

（３）地域サロン補助事業    

コロナ禍感染症の拡大防止に注意していただきながら１０か所の「地

域サロン」に対し、運営への協力・活動資金の補助を行いました。 

（４）地域支え合いサービス事業 

元気なボランティアが援助の必要な高齢者を支えることで、ボランティ

ア自身の介護予防と地域の商業振興につなげるしくみです。 

・利用会員登録数   １８名     

・協力会員登録数   ３０名  

・利用時間       ２０３時間（194 件）、昨年は２４３時間（213 件） 

（５）生活支援体制整備事業 

   地域の支え合いを推進するため生活支援コーディネーターを配置し、地

域住民の為の憩いの場開放事業を行いました。コロナの影響で、活動を考

えながらボランティア主体によるサロンへと移行することが出来ました。

また、新たなサロンも立ち上がりました。少しずつ集いの場が広がってき

ております。 

・月輪中央集会所    ９回 延べ利用人数  １０１人 

・下向・古姓集会所  １１回 延べ利用人数  １７０人 

・和泉集会所      ９回 延べ利用人数  １０４人 

・羽一集会所     １１回 延べ利用人数  １６０人 

（６）高齢者等給食サービス事業 

給食サービス希望者１５名に延配食数１，４４１食を配食いたしました。 

・実施日：毎週月曜から土曜日（週６日、ボランティアによる配食） 

（７）単身高齢者保養事業 

        新型コロナウイルス感染予防のため、中止としました。 

（８）ふれあいのつどい 

新型コロナウイルス感染予防のため、中止としました。 

（９）地域ふれあい事業 

最近希薄になりがちな地域の連帯感や相互扶助を養い、世代間のふれあ
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いと地域福祉の増進を図るため、各地区において実施をしていただきまし

た。 

今年度は新型コロナウイルス感染予防を優先するため、３地区のみの実施

となりました。 

（10）福祉協力校補助事業 

福祉協力校（小学校３校）に対し、７月２１日に助成金交付を行いました。 

（11）老人クラブ連合会諸事業の助長及び助成 

・事務局として事業への協力及び指導を行いました。 

・７月２１日助成金交付 １４クラブに助成金交付を行いました。 

（12）低所得者福祉対策 

  ア 生活福祉資金の貸付（県社協関係） 

    コロナ特例制度（緊急小口資金及び総合支援資金）の申請書類の受付

は終了しましたが、貸付した方の返済が始まる中で、非課税世帯による

償還免除申請や、生活困窮世帯の償還猶予申請が始まり、自分で申請書

類を作成できない方への書類作成の支援を行いました。  

イ 福祉資金の貸付（町社協単独） 

 低所得者に対し、緊急生活費の貸付を行う制度です。 

・５名に対し、８回の相談 合計  ８０, ０００円 

６．赤い羽根募金事業対策 

（１）各種募金活動の積極的展開 

    １０月１日から１０月３１日の１ヶ月間実施、多くの皆様からご協力

をいただきました。  

（ 実績額 ） 

・戸別募金  １，７１３，８０７円 

・学校募金     ３１，０２０円  

・職域募金     ４２，９９３円 

合 計   １，７８７，８２０円 

（２）配分金による福祉事業 

   配分金は、県の共同募金会で指定された、下記の６事業を実施しました。 

ア 児童・青少年福祉活動費では、小学校新入学児童に対し、お祝い品(引

き出し)の贈呈を行いました。 

イ 母子・父子福祉活動費では、児童扶養手当受給者で小・中学校入学児童

がいる家庭（１８名）に入学支度金の支給を行いました。 

ウ 福祉育成・援助活動費では、いきいきサロン事業費に充当しました。 

エ 地域ふれあい事業では、町内の１５地区に事業費を交付しました。 

オ 啓発事業費では、社協だよりの発行を行いました。 
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７．歳末たすけあい募金事業対策 

（１）各種募金活動の積極的展開 

１１月１５日から１２月１５日を期間とし、町民の皆様から多くのご

協力をいただきました。 

（ 実績額 ） 

・戸別募金   １，０５４，５１４円 

・企業募金     ２２９，４６４円 

・企業募金       ４，４８０円 

合 計   １，２８８，４５８円 

（２）配分金による福祉事業 

ア 低所得者歳末援護金品配分事業（対象者３３世帯５９人） 

  イ 町内福祉施設、子育て施設に事業慰問金（２１施設） 

  ウ 年末年始給食サービス 

  エ 社協だよりの発行 

８．戦没者遺族福祉対策 

（１）遺族会諸事業の助長及び助成   

遺族会事業への協力、指導及び７月２１日に助成金交付を行いました。 

（２）令和４年度戦没者追悼式   

 令和４年１１月１１日（金） コミュニティセンターにて開催 

コロナへの感染対策を考慮し人数の縮小・時間差対応での献花により下

記の方々の列席となりました。 

来賓・主催者による式典参加者：19 名 

献花のみ参加者       ：16 名                           

９．相談事業対策 

（１）心配ごと相談所の開設  

毎月第３火曜日 午後１時から４時までコミュニティセンターにおいて

開設しました。 

・開催数  １２回 

・相談件数  １件 

来談者のない時間は、一人暮らし老人の安否確認のための電話訪問を行

っております。（希望者のみ） 

・延件数  ９０件 

（２）福祉サービス利用援助事業（あんしんサポートねっと） 

ひとりで生活していくには不安がある方が安心して生活が送れるよう、
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福祉サービスの利用手続きの代行をはじめ、金銭管理等を行うため、１４名

の利用者に対し事業推進をしております。 

１０．滑川社協 福祉サービスセンター 

（１）居宅介護支援事業（介護保険法） 

ア 事業内容・・・要介護者のケアプラン作成 

イ 事業実績 

・年間利用者数        428人  （昨年度 410人）比較 4.2％増 

・年間収入    5,411,062円  （昨年度 5,139,213円）   

（２）介護予防支援事業（滑川町受託） 

ア 事業内容・・・要支援者のケアプラン作成 

イ 事業実績 

・年間利用者数     125人  （昨年度 120人）比較 4％増 

・年間収入    585,579円  （昨年度 546,596円） 

（３）介護認定調査事業（滑川町他受託） 

ア 事業内容・・・要介護、要支援認定調査の実施 

イ 事業実績 

・年間受託者数      4人   （昨年度 10人） 

・年間収入     17,600円  （昨年度 41,250円）  

（４）生活支援ヘルパー派遣事業（社協単独事業） 

ア 事業内容・・・生活に支障をきたしている者に対する身体介護・生活援

助中心のサービス提供 

イ 事業実績 

・年間利用者数      なし   （昨年度も同様） 

・年間派遣日数      なし   （昨年度も同様） 

・年間派遣回数      なし   （昨年度も同様) 

・年間派遣時間      なし   （昨年度も同様) 

・年間収入        なし   （昨年度も同様) 

１１．団体事務局 

（１）滑川町老人クラブ連合会（会員数 717名） 

（２）滑川町遺族会（会員数 123名） 

（３）滑川町赤十字奉仕団（会員数 98名） 

（４）滑川町ボランティア団体連絡会（13団体） 

（５）滑川町身障福祉会（会員数 10名） 

 

(附属明細書については省略)  


